　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年度（前学期分）
大学院博士課程奨学制度（リサーチ・アシスタント）の申請について
　
この制度は、大学院博士課程（前期課程を除く。以下、「博士課程」という。）の学生をリサーチ・アシスタント又はティーチング・アシスタント（以下「ＲＡ等」という。）として雇用し、その対価として年間授業料の半額相当の経済的支援を行うことにより、もって本学における教育研究の活性化を図ることを目的として実施するものです。
１．採用される身分、資格、申請手続等について
別紙「熊本大学大学院博士課程奨学制度（KWS）の実施要領」のとおり
２．申請書類の提出期間、提出先

提出期間：令和５年５月９日（火）～令和５年５月１５日（月）
提 出 先：自然科学系事務課大学院教務・国際担当

３．採用決定の時期

前学期分：６月下旬頃（予定）
　　　
４．その他注意事項

　１）本制度は、平成２１年度入学生からの適用となります。

２）申請を希望する学生は、申請資格を確認の上、必要書類を作成し指導教員の確認を
経て、提出願います。

　３）研究計画書については、日本学術振興会「特別研究員」申請書類の書式及び記載要領に準じます。
　　　４）令和５年度前学期のＲＡ等としての採用時間数は、原則１０５時間を予定していますが、指導教員の採用計画時間及び本学における他制度での雇用実績等により調整する場合があります。

　５）授業料免除申請者で免除選考の結果、非該当となり本制度への申請を希望する者については、申請期間を６月２０日（火）から６月２２日（木）までとします。
  ６）本制度では前期及び後期ごとに、それぞれ上限１０５時間の範囲内でＲＡ等として雇用するものです。この取り扱いの特例として、前期の授業料免除は「非申請」又は「不許可」であるが、後期に授業料免除申請予定のため前期にＲＡ採用の申請をしなかった者のうち、後期の授業料免除審査の結果「不許可」とされた者については、後期分「１０５時間」を「２１０時間」と読み替えるものとします。
　７）採用期間終了日までに「研究報告書（別紙様式３）を指導教員の評価を経て大学院教務担当へ提出してください（前期のみの採用者は前期、前期・後期の採用者は後期に提出してください）。
５．問い合わせ先
熊本大学自然科学系課大学院教務・国際担当

TEL ０９６－３４２－３０１６  

E-mail: szkn-kyomu@jimu.kumamoto-u.ac.jp
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